
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会

令
和
二
年
三
月

第
　
六
　
号



津
屋
崎
地
区
の
海
浜
型
古
墳
に
つ
い
て �

池
ノ
上　
　

宏

御
米
注
進
状
・
御
米
銭
注
進
状
に
み
る
宗
像
氏
貞
領
の
郷
村 �

桑
田　
　

和
明

最
後
の
大
宰
府
守
護
所
下
文
と
宗
像
大
宮
司
家 �

野
木　
　

雄
大

新
発
見
の
豊
臣
秀
吉
文
書
と
肥
後
宗
像
家 �

花
岡　
　

興
史 �

１

�

９

�

25

�

37

　

沖
ノ
島
研
究　

第
六
号　

目
次

�

61

�

67

�

81

《
調
査
報
告
》

沖
ノ
島
へ
の
眺
望 �

岡　
　
　
　

崇

北
九
州
市
若
松
区
小
竹
の
沖
津
宮
遥
拝
所
に
つ
い
て �

鎌
田
隆
徳
・
松
本
将
一
郎
・
大
高
広
和

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
に
関
わ
る
調
査
研
究
事
業　

二
〇
一
九
年
度
調
査
概
要



津
屋
崎
地
区
の
海
浜
型
古
墳
に
つ
い
て

池
ノ
上　

宏

は
じ
め
に

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
世
界
文
化

遺
産
登
録
さ
れ
た
。
世
界
遺
産
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
、
日
本
お
よ
び
周
辺
諸
国
に
お

け
る
海
上
交
流
、
航
海
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
文
化
的
・
祭
祀
的
実
践
に
つ
い
て
の
研

究
計
画
を
継
続
・
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
が
勤
務
す
る
福
津
市

に
は
、
沖
ノ
島
へ
と
続
く
海
を
見
渡
す
台
地
上
に
造
ら
れ
た
新
原
・
奴
山
古
墳
群
が
あ

る
。
古
墳
群
は
大
小
の
墳
丘
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
沖
ノ
島
を
崇
め
る
伝
統
を
育
ん
だ

宗
像
氏
の
存
在
の
物
証
で
あ
る
。
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
、
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か

け
て
当
時
の
入
海
に
面
し
た
台
地
上
に
築
か
れ
た
。
現
在
は
入
海
の
大
部
分
は
干
拓
等

に
よ
り
水
田
と
な
っ
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
古
墳
群
東
端
の
高
台
に
福
津
市
が

整
備
し
た
展
望
所
か
ら
は
、
こ
の
旧
入
海
の
水
田
と
そ
の
先
に
広
が
る
玄
界
灘
が
見
渡

せ
、
こ
の
古
墳
群
が
海
を
意
識
し
て
築
造
さ
れ
た
事
を
実
感
で
き
る
。

新
原
・
奴
山
古
墳
群
と
同
じ
よ
う
に
海
を
意
識
し
た
古
墳
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
研
究
者
が
注
目
し
て
い
る
。
近
藤
義
郎
は
岡
山
県
牛
窓
湾
周
辺
に
造
ら
れ
た
五

基
の
前
方
後
円
墳
に
つ
い
て
、
山
麓
が
海
岸
ま
で
迫
っ
て
お
り
平
地
が
な
く
、
農
業
に

著
し
く
不
適
な
地
に
お
い
て
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
た
背
景
に
ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
る
朝

鮮
半
島
へ
の
航
路
上
の
寄
港
地
と
し
て
の
牛
窓
の
機
能
を
想
定
し
た
（
１
）
。
西
川
宏
は

対
象
を
瀬
戸
内
海
全
域
に
広
げ
海
に
関
わ
る
古
墳
を
抽
出
し
、
前
期
古
墳
の
立
地
の
付

近
に
「
港
湾
や
泊
地
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
地
」
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
た
在
地
の
有
力
首
長
層
の
古
墳
と
、
単
独
で

築
造
さ
れ
る
「
孤
立
墳
」
に
つ
い
て
ヤ
マ
ト
政
権
か
ら
派
遣
さ
れ
た
首
長
の
古
墳
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
２
）
。
間
壁
忠
彦
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
首
長
墓
が
六
世
紀
に
減
少

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
る
朝
鮮
半
島
政
策
の
変
化
に
よ
る
国
内
支
配

体
制
強
化
、
海
路
を
ヤ
マ
ト
政
権
が
直
接
支
配
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
し
た
（
３
）
。
森

浩
一
は
瀬
戸
内
海
の
臨
海
部
に
立
地
す
る
古
墳
に
対
し
て
日
本
海
側
に
分
布
す
る
「
潟

湖
」
と
首
長
墓
に
相
関
関
係
が
あ
り
、
潟
湖
を
良
港
と
し
て
利
用
す
る
流
通
ル
ー
ト
が

存
在
し
、
潟
湖
の
港
を
維
持
す
る
た
め
政
治
権
力
が
生
ま
れ
古
墳
築
造
に
つ
な
が
る
と

し
た
（
４
）
。
広
瀬
和
雄
は
臨
海
部
に
立
地
し
た
古
墳
を
「
海
浜
型
前
方
後
円
墳
」
と
し

て
「
第
一
に
、
各
地
域
で
最
大
級
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
偏
在
性
を
も
っ
て
前
方
後

円
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
第
三
に
、
首
長
墓
と
し
て
の
連
続
性
が
乏
し

い
も
の
が
多
い
。
第
四
に
、
海
か
ら
見
え
る
よ
う
な
交
通
の
要
衝
に
立
地
す
る
。」
と

1



定
義
し
た
。
そ
の
築
造
に
は
二
つ
の
画
期
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
、
第
一
の
画
期
は

四
世
紀
後
半
頃
、
第
二
の
画
期
を
六
世
紀
後
半
頃
と
し
た
（
５
）
。

近
年
は
、
各
地
の
「
海
の
古
墳
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
会
「
海
の
古
墳
を

考
え
る
会
」
が
各
地
域
の
研
究
者
の
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
六
回
開
催
さ
れ
、
各

地
の
「
海
の
古
墳
」
の
実
態
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
を
含
む

津
屋
崎
地
区
の
古
墳
群
、
す
な
わ
ち
胸
形
君
（
７
）
の
古
墳
群
に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
稿
で
扱
う
も
の
は
古
墳
築
造
に
際
し
「
海
と
の
関
わ
り
合
い
」
が
あ
る
古
墳
で
あ

る
（
８
）
。魚
津
知
克
は「
海
を
舞
台
と
し
た
人
間
活
動
と
深
い
関
連
を
も
つ
脈
絡
に
よ
り
、

海
の
近
く
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
」
と
定
義
し
て
い
る
（
９
）
。
こ
の
定
義
を
著
者
も
肯
定

す
る
。
名
称
に
つ
い
て
は
魚
津
が
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
（
10
）「
海
の
古
墳
」「
海
辺
の

古
墳
」「
臨
海
性
の
古
墳
」「
海
を
意
識
し
た
古
墳
」「
海
人
の
古
墳
」「
海
洋
指
向
型
の

古
墳
」（

11
）
と
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
著
者
は
二
〇
一
三
年
に
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ

考
古
学
財
団
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
海
浜
型
前
方
後
円
墳
の
時
代
」
で

広
瀬
和
雄
が
提
唱
し
た
「
海
浜
型
前
方
後
円
墳
」（

５
）
を
ふ
ま
え
、
前
方
後
円
墳
だ
け
で

は
な
く
古
墳
時
代
の
墳
墓
全
体
を
扱
う
た
め
「
海
浜
型
古
墳
」
と
す
る
。
な
お
、
古
墳

の
時
期
区
分
は
、『
前
方
後
円
墳
集
成
』
の
時
期
区
分
に
従
う
（
12
）
。

一　

海
浜
型
古
墳
の
分
類

津
屋
崎
地
区
の
海
浜
型
古
墳
の
性
格
を
理
解
す
る
に
は
分
類
し
て
比
較
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
著
者
は
魚
津
の
分
類
に
準
拠
す
る
（
10
）
。
魚

津
は
「
海
の
古
墳
」
を
「
規
模
」、「
立
地
」、「
海
岸
線
と
前
方
部
の
向
き
と
の
関
係
」

の
三
点
に
着
目
し
分
類
し
て
い
る
が
、「
海
岸
線
と
前
方
部
の
向
き
と
の
関
係
」
は
本

稿
で
は
使
わ
な
い
。
ま
た
海
浜
型
古
墳
に
つ
い
て
は
、
魚
津
と
同
様
に
古
墳
時
代
の
推

定
海
岸
線
か
ら
原
則
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
大
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
立
地
す
る
古

墳
と
す
る
。

〈
規
模
に
よ
る
分
類
〉

Ａ
群　

地
域
内
集
団
の
構
成
員
の
墓
。
群
集
墳
や
横
穴
墓
に
加
え
て
、
墳
丘
を
持
た
な

い
石
棺
墓
や
埴
輪
棺
と
い
っ
た
多
様
な
埋
葬
施
設
に
す
る
墓
が
含
ま
れ
る
。

Ｂ
群　

地
域
集
団
を
統
括
し
て
い
た
地
域
首
長
の
墓
。
数
十
メ
ー
ト
ル
規
模
の
前
方
後

円
墳
や
帆
立
貝
式
古
墳
や
円
墳
が
含
ま
れ
る
（
13
）
。

C1
群
（
14
）　

地
方
支
配
者
層
の
墓
。
古
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
全
長

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
後
期
で
は
全
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
前
方
後
円
墳
・
前

方
後
方
墳
お
よ
び
そ
れ
ら
に
追
随
す
る
規
模
の
帆
立
貝
式
古
墳
・
造
り
出
し
付

き
円
墳
・
大
型
円
墳
な
ど
で
あ
る
。

〈
立
地
に
よ
る
分
類
〉

ｓ
類　

海
抜
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
海
岸
部
に
立
地
し
て
い
る
。

ｔ
類　

海
抜
一
〇
メ
ー
ト
ル
〜
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
比
較
的
低
い
海
岸
段
丘
・
丘
陵
・

砂
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。

ｕ
類　

海
抜
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
岸
段
丘
・
丘
陵
に
立
地
し
て
い
る
。

2



津屋崎地区の海浜古墳位置図　太実線は縄文時代の海岸線。数字は表中の古墳番号と同じ。
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津屋崎地区の海浜古墳分類表

規
模

立
地

鏡
刀
剣

武
具

馬
具

刀
子

鉄
鏃

漁
具

工
具

装
身
具

土
師
器

須
恵
器

石
室
内

石
室
外

1 勝浦髙原 1 Ａ t 円墳 10 単室横穴式石室 9 7

2 勝浦髙原 2 Ａ t 円墳 単室横穴式石室 7

3 勝浦髙原 3 Ａ t 円墳 10 7

4 勝浦髙原 4 Ｂ t 円墳 26 葺石 横穴式石室 7

5 勝浦髙原 5 Ａ t 円墳 13 複室横穴式石室 10 石棚 7

6 勝浦髙原 6 Ａ t 円墳 23 ● ● 7

7 勝浦髙原 7 Ａ t 円墳 複室横穴式石室 10 7

8 勝浦髙原 8 Ａ t 円墳 14 7

9 勝浦髙原 9 Ａ t 円墳 20 7

10 勝浦髙原 10 Ａ t 円墳 14 7

11 勝浦髙原 11 Ｂ t 前方後円墳 49 9 10

12 勝浦髙原 12 Ａ t 横穴式石室 10

13 勝浦髙原 13 Ｂ t 円墳 31 10

14 勝浦乗越 Ａ u 円墳 13 複室横穴式石室 10 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 漁具は土錘 7

15 勝浦水押 1 Ａ t 円墳 14 複室横穴式石室 10 ● ● ● ● ● ● ● 7

16 勝浦水押 2 Ａ t 円墳 12 単室横穴式石室 9 ● ● ● ● 7

17 勝浦水押 3 Ａ t 不明 単室横穴式石室 10 7

18 勝浦水押 4 Ａ u 円墳 単室横穴式石室 11 7

19 勝浦高堀 Ｂ s 円墳 （40） 石室 6 ● ● ● ● ● ● 挂甲小札 9

20 勝浦峯ノ畑 C1 t 前方後円墳 100
基壇・葺石・
埴輪

単室横穴式石室 7 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 12

21 勝浦井ノ浦 C1 t 前方後円墳 70 葺石・埴輪
前方部に竪穴系横
口式石室

8 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 2

22 奴山正園 Ｂ t 円墳 27 外護列石 箱式石棺 5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 筒型銅器 13

23 新原・奴山 1 Ｂ t 前方後円墳 50 葺石 単室横穴式石室 7 ● ● ● ● ● ● ● 鍛冶具 1・4

24 新原・奴山 2 Ａ t 円墳 13 周溝 単室横穴式石室 9 ● ● ● ● ● 1・4

25 新原・奴山 3 Ａ t 円墳 13 周溝 単室横穴式石室 10 ● ● ● ● ● ● ● ● 1・4

26 新原・奴山 4 Ａ t 円墳 15 周溝 単室横穴式石室 9 ● ● ● ● ● ● ● ● 1・4

27 新原・奴山 5 Ａ t 円墳 13 単室横穴式石室 10 ● ● ● ● 3・4

28 新原・奴山 6 Ａ t 円墳 11 単室横穴式石室 10 ● ● ● ● ● ● ● 3・4

29 新原・奴山 7 Ｂ s 方墳 24 葺石 ● ● ● 4

30 新原・奴山 8 Ａ s 円墳 10 4

31 新原・奴山 9 Ａ t 円墳 6 横穴式石室 4

32 新原・奴山 10 Ａ t 円墳 12 横穴式石室 4

33 新原・奴山 11 Ａ t 円墳 14 単室横穴式石室 4

34 新原・奴山 12 Ｂ t 前方後円墳 43 基壇 9 4

35 新原・奴山 13 Ａ t 円墳 14 4

36 新原・奴山 14 Ａ t 円墳 14 4

37 新原・奴山 15 Ａ t 円墳 25 9 4

38 新原・奴山 16 Ａ t 円墳 4

39 新原・奴山 17 Ａ t 円墳 11 4

40 新原・奴山 18 Ａ t 円墳 10 横穴式石室 4

41 新原・奴山 19 Ａ t 円墳 11 4

42 新原・奴山 20 Ｂ t 円墳 30 葺石 ● ● 4

43 新原・奴山 21 Ａ t 円墳 17 4

44 新原・奴山 22 C1 t 前方後円墳 80
周堤・周溝・
葺石・埴輪

8 4

45 新原・奴山 23 Ａ t 円墳 12 横穴式石室 4

46 新原・奴山 24 Ｂ t 前方後円墳 53
周堤・周溝・
葺石

8 4

外部施設
番
号

古墳名

分類

墳丘形
墳丘
長

埋葬施設

築
造
時
期

出土遺物

備考 文献
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規
模

立
地

鏡
刀
剣

武
具

馬
具

刀
子

鉄
鏃

漁
具

工
具

装
身
具

土
師
器

須
恵
器

石
室
内

石
室
外

47 新原・奴山 25 C1 t 円墳 36 周溝・葺石 4

48 新原・奴山 26 Ａ t 円墳 17 4

49 新原・奴山 27 Ａ t 円墳 15 4

50 新原・奴山 28 Ａ t 円墳 15 4

51 新原・奴山 29 Ａ t 円墳 12 4

52 新原・奴山 30 Ｂ t 前方後円墳 54 葺石 9 ● ● 4

53 新原・奴山 31 Ａ t 円墳 13 4

54 新原・奴山 32 Ａ t 円墳 4

55 新原・奴山 33 Ａ t 円墳 8 4

56 新原・奴山 34 Ａ t 円墳 24 石棚 4

57 新原・奴山 35 Ａ t 円墳 13 4

58 新原・奴山 36 Ａ t 円墳 17 横穴式石室 4

59 新原・奴山 37 Ａ t 円墳 14 4

60 新原・奴山 38 Ａ t 円墳 9 4

61 新原・奴山 39 Ａ t 円墳 横穴式石室 4

62 新原・奴山 40 Ａ t 円墳 17 ● ● 4

63 新原・奴山 41 Ａ t 円墳 10 4

64 新原・奴山 42 Ａ t 円墳 11 4

65 新原・奴山 43 Ａ t 円墳 10 横穴式石室 4

66 新原・奴山 44 Ａ t 円墳 15 複室横穴式石室 10 ● ● ● ● ● ● ● ●
石棚、ヤ
ス、鋸

8

67 新原・奴山 45 Ａ t 円墳 横穴式石室 10 8

68 新原・奴山 46 Ａ t 円墳 7 横穴式石室 4

69 新原・奴山 47 Ａ t 円墳 19 4

70 新原・奴山 48 Ａ t 円墳 9 4

71 新原・奴山 49 Ａ s 円墳 12 周溝 竪穴系横口式石室 9 ● ● ● ● ● ● 三連ハソウ 8

72 新原・奴山 50 Ａ s 円墳 周溝 小石室 8

73 新原・奴山 51 Ａ s 円墳 8

74 新原・奴山 52 Ａ s 円墳 13 周溝 竪穴系横口式石室 8

75 新原・奴山 53 Ａ s 円墳 13 周溝 8

76 新原・奴山 54 Ａ s 円墳 14 周溝 竪穴系横口式石室 8

77 新原・奴山 55 Ａ s 円墳 周溝 8

78 新原・奴山 56 Ａ s 円墳 周溝 8

79 新原・奴山 57 Ａ s 円墳 周溝 8

80 新原・奴山 58 Ａ s 円墳 周溝 8

81 新原・奴山 59 Ａ s 円墳 周溝 8

82 生家大塚 C1 t 前方後円墳 73 葺石・埴輪 8 11

83 大石岡ノ谷 1 Ｂ t 前方後円墳 43 横穴式石室 10 11

84 大石岡ノ谷 2 Ｂ t 前方後円墳 43 10 11

85 大石岡ノ谷 3 Ａ t 円墳 10 11

86 須多田上ノ口 Ｂ t 前方後円墳 43
周堤・周溝・
葺石

8 6

87 須多田ミソ塚 C1 t 前方後円墳 67 基壇 9 6

88 須多田下ノ口 C1 t 前方後円墳 83 周溝 10 6

89 C1 t 前方後円墳 80
周堤・周溝・
葺石・埴輪

9 6

90 須多田ニタ塚 C1 s 円墳 34 周溝 竪穴系横口式石室 8 6

91 須多田宮ノ下 Ａ t 円墳 10 箱式石棺 6 ● ● 砥石 6

92 在自剣塚 Ａ t 前方後円墳 102 基壇・葺石 10 11

93 在自鬼塚裏 1 Ａ t 不明 単室横穴式石室 10 ● ● ● ● ● ヤス 5

94 在自鬼塚裏 2 Ａ t 不明 単室横穴式石室 10 ● 5

95 在自鬼塚裏 3 Ａ t 不明 小石室 5

96 在自鬼塚裏 4 Ａ t 不明 小石室 5

須多田天降天神
社

埋葬施設

築
造
時
期

出土遺物

備考 文献
番
号

古墳名

分類

墳丘形
墳丘
長

外部施設
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二　

津
屋
崎
地
区
の
様
相

海
浜
型
古
墳
を
考
え
る
上
で
は
古
墳
時
代
の
海
岸
線
の
復
元
が
重
要
に
な
る
。
津
屋

崎
地
区
に
お
い
て
は
宗
像
市
史
、
津
屋
崎
町
史
を
編
纂
す
る
一
環
で
縄
文
時
代
前
期
の

海
岸
線
復
元
が
行
わ
れ
て
い
る
。
公
共
工
事
に
伴
う
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
資
料
と
追
加
実

施
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
基
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
15
）
。

津
屋
崎
地
区
で
は
、
現
在
津
屋
崎
か
ら
勝
浦
へ
と
広
が
る
水
田
地
帯
に
縄
文
時
代
は

海
が
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
入
海
は
「
勝
浦
潟
」
と
よ
ば
れ
、
勝

浦
峯
ノ
畑
古
墳
南
側
の
水
田
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で
い
た
。
古
墳
時
代
の
海
岸
線
復
元

は
難
し
い
が
、
一
七
世
紀
初
め
に
描
か
れ
た
「
筑
前
国
図
」（

16
）
か
ら
見
る
と
、
当
時
に

お
い
て
も
新
原
・
奴
山
古
墳
群
近
く
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
津
屋

崎
に
は
大
き
な
河
川
が
な
く
堆
積
作
用
が
生
じ
に
く
い
の
で
、
変
化
が
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
15
）
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
古
墳
時
代
の
海
岸
線
を

縄
文
時
代
の
海
岸
線
と
同
じ
線
で
想
定
し
て
い
る
。【
図
参
照
】

本
稿
で
扱
う
津
屋
崎
地
区
の
海
浜
型
古
墳
の
多
く
は
、
勝
浦
潟
の
東
岸
に
面
し
た
海

抜
一
〇
〜
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
比
較
的
低
い
海
岸
段
丘
・
丘
陵
上
に
立
地
す
る
。

勝
浦
高
原
古
墳
群
、
勝
浦
乗
越
古
墳
、
勝
浦
水
押
古
墳
群
は
９
期
か
ら
10
期
に
造
ら

れ
た
規
模
Ａ
群
の
古
墳
で
あ
る
。
勝
浦
高
原
古
墳
群
の
規
模
Ｂ
群
の
古
墳
は
群
集
墳
内

で
突
出
し
た
階
層
の
古
墳
と
考
え
る
。

勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
は
、
胸
形
君
が
墓
域
を
そ
れ
ま
で
の
内
陸
部
か
ら
海
岸
部
へ
移
し

た
最
初
の
古
墳
で
、
７
期
に
造
ら
れ
た
。
全
長
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、

副
葬
さ
れ
た
鏡
に
沖
ノ
島
二
一
号
祭
祀
の
鏡
と
同
型
鏡
が
あ
る
。
隣
接
し
て
７
期
の
規

模
Ｂ
群
の
勝
浦
高
堀
古
墳
、
８
期
の
規
模
C1
群
の
勝
浦
井
ノ
浦
古
墳
が
あ
り
、
入
海
の

最
奥
部
の
丘
陵
上
に
胸
形
君
の
墳
墓
群
が
築
か
れ
て
い
る
。

新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
８
期
に
胸
形
君
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
規
模
C1
群
の
前
方
後
円

墳
の
二
二
号
墳
が
造
ら
れ
る
。
規
模
C1
群
の
円
墳
の
二
五
号
墳
、
規
模
Ｂ
群
の
前
方
後

円
墳
の
一
号
墳
、
一
二
号
墳
、
三
〇
号
墳
、
円
墳
の
二
〇
号
墳
、
方
墳
の
七
号
墳
は
胸

形
君
の
近
親
者
ク
ラ
ス
の
墓
と
考
え
る
。
９
期
の
円
墳
で
低
い
丘
陵
に
立
地
す
る
古
墳

分
類
Ａ
群
ｔ
類
に
該
当
す
る
古
墳
は
胸
形
君
に
仕
え
た
者
の
墓
と
考
え
る
。
後
世
の
開

発
に
よ
っ
て
墳
丘
が
失
わ
れ
て
周
溝
と
主
体
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
四
九
号
墳
か
ら

五
九
号
墳
は
、
立
地
ｔ
類
の
円
墳
群
よ
り
低
い
階
級
の
墓
と
考
え
る
。

須
多
田
古
墳
群
で
は
、８
期
に
規
模
C1
群
の
円
墳
の
須
多
田
ニ
タ
塚
古
墳
が
造
ら
れ
、

そ
の
後
、
規
模
Ｂ
群
の
前
方
後
円
墳
の
須
多
田
上
ノ
口
古
墳
、
９
期
に
規
模
C1
群
の
前

方
後
円
墳
の
須
多
田
天
降
天
神
社
古
墳
、
須
多
田
ミ
ソ
塚
古
墳
、
10
期
に
規
模
C1
群
の

須
多
田
下
ノ
口
古
墳
、
在
自
剣
塚
古
墳
へ
と
継
続
し
て
古
墳
が
造
ら
れ
る
。
首
長
墓
級

の
海
浜
型
古
墳
は
こ
の
在
自
剣
塚
古
墳
が
最
後
で
あ
る
。

発
掘
調
査
さ
れ
た
古
墳
か
ら
み
た
副
葬
品
は
刀
剣
、
刀
子
、
鉄
鏃
、
装
身
具
を
副
葬

す
る
古
墳
が
多
い
。
漁
具
は
少
な
く
勝
浦
水
押
一
号
墳
の
土
錘
と
新
原
・
奴
山
四
一
号

墳
と
在
自
鬼
塚
裏
一
号
墳
か
ら
の
ヤ
ス
の
み
で
、
海
に
関
わ
る
古
墳
と
し
て
意
外
に
感

じ
る
。
農
具
は
い
ず
れ
の
古
墳
か
ら
も
出
土
し
て
い
な
い
。
地
域
集
団
の
構
成
員
の
墓

と
考
え
ら
れ
る
Ａ
群
の
古
墳
の
多
く
に
刀
剣
・
刀
子
・
鉄
鏃
を
副
葬
し
て
い
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
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小
結

広
瀬
が
海
浜
型
前
方
後
円
墳
の
諸
段
階
と
し
て
示
す
三
段
階
に
つ
い
て
（
５
）
、
津
屋

崎
地
区
で
の
様
相
を
示
し
小
結
と
す
る
。
第
一
段
階
と
さ
れ
る
三
世
紀
中
頃
か
ら
四
世

紀
後
半
は
津
屋
崎
地
区
に
お
い
て
主
要
な
古
墳
は
み
ら
れ
な
い
。
津
屋
崎
地
区
と
は
山

を
隔
て
た
内
陸
部
に
４
期
の
全
長
六
四
メ
ー
ト
ル
の
東
郷
高
塚
古
墳
が
あ
る
。
宗
像
の

内
陸
部
は
釣
川
が
東
西
方
向
に
流
れ
、
弥
生
時
代
以
来
の
穀
倉
地
帯
を
形
成
す
る
。
こ

の
釣
川
流
域
に
お
い
て
宗
像
地
域
の
前
期
古
墳
は
造
ら
れ
る
。

広
瀬
の
第
一
の
画
期
と
さ
れ
る
四
世
紀
後
半
は
ヤ
マ
ト
王
権
が
関
与
し
た
祭
祀
が
沖

ノ
島
で
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
後
の
六
世
紀
後
半
ま
で
が
第
二
段
階
、
前
方
後

円
墳
集
成
編
年
の
５
期
か
ら
８
期
ま
で
が
こ
の
段
階
と
な
る
。
そ
れ
ま
で
釣
川
流
域
で

造
ら
れ
て
い
た
主
要
な
古
墳
が
海
岸
部
の
津
屋
崎
地
区
へ
と
移
動
し
て
造
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
多
く
が
海
浜
型
古
墳
で
、
規
模
は
Ｂ
群
・
C1
群
で
あ
る
。
沖
ノ
島
祭
祀
は
朝
鮮

半
島
に
お
け
る
国
際
情
勢
を
契
機
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
（
17
）
。
広
瀬
も
指
摘
す
る
よ

う
に
、
宗
像
の
地
政
学
的
位
置
に
よ
り
宗
像
と
朝
鮮
半
島
で
の
政
治
行
動
と
の
関
連
性

か
ら
、
津
屋
崎
地
域
の
海
浜
型
古
墳
の
築
造
を
理
解
で
き
る
。

六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
ま
で
の
第
三
段
階
、
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
の
９
期

か
ら
11
期
も
、
津
屋
崎
地
区
で
は
前
方
後
円
墳
等
の
規
模
の
大
き
な
海
浜
型
古
墳
が
継

続
し
て
造
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
に
は
「
海
の
群
集
墳
」
と
い
え
る
規
模
の
小
さ
な
Ａ
群

の
古
墳
が
数
多
く
造
ら
れ
る
。
広
瀬
は
宗
像
地
域
を
朝
鮮
半
島
へ
兵
力
を
派
遣
す
る
出

発
港
と
想
定
し
て
い
る
（
５
）
。
こ
れ
ら
９
・
10
期
の
海
浜
型
古
墳
は
勝
浦
潟
沿
岸
や
釣

川
河
口
付
近
の
丘
陵
斜
面
に
数
多
く
造
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
を
含
め
、
玄
界
灘
沿

岸
を
中
心
と
す
る
よ
り
広
範
囲
な
海
浜
型
古
墳
に
つ
い
て
は
次
稿
で
ふ
れ
た
い
。

�

（
福
津
市
文
化
財
課
）

註（
１
）
近
藤
義
郎
「
牛
窓
湾
を
め
ぐ
る
古
墳
と
古
墳
群
」『
私
た
ち
の
考
古
学
』
一
〇
、
考
古
学
研

究
会
、
一
九
五
六
年

（
２
）
西
川
宏
、今
井
堯
、是
川
長
、高
橋
護
、六
車
恵
一
、潮
見
浩
「
３
瀬
戸
内
」『
日
本
の
考
古
学
』

Ⅳ
古
墳
時
代
上
、
河
出
書
房
新
書
、
一
九
六
六
年

（
３
）
間
壁
忠
彦
「
沿
岸
古
墳
と
海
上
の
道
」『
古
代
の
日
本
』
第
４
巻
中
国
・
四
国
、
角
川
書
店
、

一
九
七
〇
年

（
４
）
森
浩
一
「
潟
と
港
を
発
掘
す
る
」『
日
本
の
古
代
３　

海
を
越
え
て
の
交
流
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八
六
年

（
５
）
広
瀬
和
雄
「
海
浜
型
前
方
後
円
墳
を
考
え
る
」『
海
浜
型
前
方
後
円
墳
の
時
代
』
同
成
社
、

二
〇
一
五
年

（
６
）
海
の
古
墳
を
考
え
る
会
『
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅰ　

−

群
集
墳
と
海
人
集
団

−

』
二
〇
一
一

年
、『
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅱ　

−

西
部
瀬
戸
内
、灘
と
瀬
戸
か
ら
見
た
古
墳
と
そ
の
景
観

−

』

二
〇
一
二
年
、『
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅲ　

−

紀
伊
の
古
代
氏
族
と
紀
淡
海
峡
地
域
の
古
墳

−

』

二
〇
一
三
年
、『
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅳ　

−

列
島
東
北
部
太
平
洋
沿
岸
の
横
穴
と
遠
隔
地

交
流

−

』　

二
〇
一
四
年
、『
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅴ　

日
本
海
の
潟
湖
と
古
墳
の
動
態

−

北
陸
か
ら
の
視
点

−

』
二
〇
一
五
年
、『
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅵ　

三
河
と
伊
勢
の
海

−

古

墳
時
代
の
海
道
を
往
還
す
る

−

』
二
〇
一
七
年

（
７
）
本
稿
で
は
古
代
の
宗
像
地
域
の
首
長
層
を
「
胸
形
君
」
と
表
記
す
る
。
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（
８
）
マ
ウ
ン
ド
を
持
つ
高
塚
墳
だ
け
で
は
な
く
古
墳
時
代
の
墳
墓
全
て
を
含
む
。

（
９
）
魚
津
知
克
「
趣
旨
説
明

−「
海
の
古
墳
」
研
究
序
説

−

」
註
（
６
）
前
掲
『
海
の
古
墳
を
考

え
る
Ⅰ
』

（
10
）
魚
津
知
克
「「
海
の
古
墳
」
研
究
の
意
義
、
限
界
、
展
望
」『
史
林
』
一
〇
〇
巻
一
号
、
史

学
研
究
会
、
二
〇
一
七
年

（
11
）
増
野
晋
治
「
山
口
県
域
に
お
け
る
瀬
戸
内
の
前
期
古
墳
に
つ
い
て　

−

中
期
前
半
ま
で
を

対
象
に

−

」
註
（
６
）
前
掲
『
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅱ
』

（
12
）
広
瀬
和
雄
「
前
方
後
円
墳
の
畿
内
編
年
」『
前
方
後
円
墳
集
成　

九
州
編
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
四
年

（
13
）
魚
津
は
（
10
）
で
は
Ｂ
群
に
含
ま
れ
る
円
墳
に
つ
い
て
単
に
「
主
要
円
墳
」、
C1
群
は
「
大

型
円
墳
」
と
し
か
示
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
暫
定
的
に
Ｂ
群
の
円
墳
を
径
二
五
〜
三
〇

メ
ー
ト
ル
、
C1
群
の
円
墳
を
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
と
分
類
す
る
。

（
14
）
魚
津
は
Ｃ
群
を
１
・
２
の
小
群
に
細
分
し
て
い
る
。
C2
群
に
は
大
阪
湾
岸
に
お
け
る
近
畿
中

央
部
支
配
者
層
の
「
海
の
古
墳
」
を
設
定
し
て
い
る
。
兵
庫
県
の
五
色
塚
古
墳
や
西
求
塚

古
墳
、
大
阪
府
の
乳
岡
古
墳
等
を
具
体
例
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
津
屋
崎
地
区
で
は
該

当
し
な
い
の
で
説
明
を
省
く
。

（
15
）
下
山
正
一
「
新
生
代
第
四
系
の
地
形
と
地
質
」『
津
屋
崎
町
史　

通
史
編
』
津
屋
崎
町
、

一
九
九
九
年

（
16
）「
慶
長
年
間
筑
前
国
図
」『
福
岡
県
史
資
料
』
第
２
輯
付
図
、
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

（
17
）
四
世
紀
後
半
の
高
句
麗
の
南
下
に
対
し
て
百
済
が
倭
に
助
力
を
求
め
、
こ
れ
に
応
じ
た
倭
が

朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
外
交
渉
が
沖
ノ
島
祭
祀
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

表
１
参
考
文
献

１　

石
山
勲
編
『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
』
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
四
集
、
福
岡
県
教
育

委
員
会
、
一
九
七
七
年

２　

川
述
昭
人
「
第
一
〇
号
墳
」『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
』
同
右
第
五
四
集
、
同
右
、
一
九
七
七
年

３　

児
玉
真
一『
奴
山
古
墳
群
』津
屋
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
集
、津
屋
崎
町
教
育
委
員
会
、

一
九
八
一
年

４　

橋
口
達
也
『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
』
同
右
第
六
集
、
同
右
、
一
九
八
九
年

５　

池
ノ
上
宏
・
安
武
千
里
『
在
自
遺
跡
群
Ⅱ
』
同
右
第
一
〇
集
、
同
右
、
一
九
九
五
年

６　

池
ノ
上
宏
・
安
武
千
里
『
須
多
田
古
墳
群
』
同
右
第
一
二
集
、
同
右
、
一
九
九
六
年

７　

安
武
千
里
『
勝
浦
北
部
丘
陵
遺
跡
群
』
同
右
第
一
三
集
、
同
右
、
一
九
九
八
年

８　

池
ノ
上
宏
『
新
原
・
奴
山
古
墳
群
Ⅱ
』
同
右
第
一
七
集
、
同
右
、
二
〇
〇
一
年

９　

安
武
千
里
「
勝
浦
高
堀
遺
跡
」『
津
屋
崎
町
内
遺
跡
』
同
右
第
一
九
集
、
同
右
、
二
〇
〇
二
年

10　

池
ノ
上
宏
「
勝
浦
高
原
遺
跡
第
二
次
調
査
」『
津
屋
崎
町
内
遺
跡
』
同
右
第
一
九
集
、
同
右
、

二
〇
〇
二
年

11　

池
ノ
上
宏
・
田
上
浩
二
『
津
屋
崎
古
墳
群
Ⅰ
』
同
右
第
二
〇
集
、
同
右
、
二
〇
〇
四
年

12　

池
ノ
上
宏
・
吉
田
東
明
『
津
屋
崎
古
墳
群
Ⅱ
』
福
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
集
、
福
津

市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年

13　

佐
々
木
隆
彦
『
奴
山
正
園
古
墳
』
同
右
第
六
集
、
同
右
、
二
〇
一
三
年

8
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